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は　じ，め　に
　１．今昔物語集の国語学的研究には，周知の如く，
語法・文体研究に顕著なるところである．小稿では，
集の語彙の一端について述べてみようと思う．
先学による幾多の優れた業績がある．殊に，
きわめて小規模な研究ではあるが，今昔物語
　２．今昔物語集の文体的特徴ぷjして，巻二十以前に漢文訓読調が，巻二十二以後に和文訓の認め
られることは，定説化しているといえよう．（また，最近は和化漢文体の影響の認められることが
実証せられて来ている．）
　５．たとえば，アハレムに対するアハレブ，アヤシムに対するアヤシブの如く，平仮名和文系と
漢文訓読語系との間に「－ム」と「－ブ」との対立が見られることは，遠藤嘉基博士（1）・築島裕博
士（2）らの説かれたところである．さすれば，今昔物語集の場合，前半と後半とでは，マ行音節と八
行音節との対立はどのように現われているものであろうか．
　４．もとより，マ行音節と八行音節との対立と言っても，語中音節の場合や語末音節の場合があ
って，単純ではない．小稿では，体言・形容詞語幹・語根などと結合す,ることによって動詞を構成
する接尾辞ブ・ムに着目し，その角度から上述の問題に触れて行くことにしたい．
　　　　　　　　　　　，第一節　今昔物語集における接尾辞ブ・ムの実態
　１．接尾辞ブ・ムが結合して成立した動詞（以下，これをブ動詞・ム動詞・ブム動詞などと略称
する）とその用例数を巻毎に一覧にすれば，別表Ｉの如くである(3)
　２．ブ・ム動詞のうち，今昔物語集に「－ブ」「一ム」の併存している落を改めて取り出せば，
次の如くである.
　＜体言にブ・ムの結合したもの＞
　アハレブ・アハレム・シワブ･･シワム
　＜形容詞語幹にブ・ムの結合したもの＞
　クフトブ・タフトム・アヤシブ・アヤシム・クック･シブ・イックシム・カナシブ・カナシム・ク
ルシブ・クルシム・タノシブ・タノシム
　＜その他にブ・ムの結合したもの＞
　クラブ・ウラム
　これらの形態的に対立併存する語を量的に比較した場合，
　Ｉ．ク活用形容詞語幹の例が少なく，シク活用形容詞語幹の例が多い．
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　ｎ．大勢としては，ブ動詞の方がム動詞よりも多用されている･．
と言凡る．
　また，「－ブ」「－ム」の対立は，必ずしも巻二十以前・巻二汁二以後の対立とはなっていな
い．　ほゞ全巻に亘って分布するタフトブ（ム）ｊア･ヤｙブ（ム）・カナシブ（ム）について見れ
ば，その状況は明らかである．
　たゞし，ブ動詞とム動詞の使用率は語によって必ずしも一定ではない．即ち，左のような対比を
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皺ミ，歯落テ誕ヲ垂ル．（巻－・第六）
観智院本・色頂宇類抄等に見られるが，
は見出されない．特異な形態となろう．
なしていることを知るのである．
　こめうちウラブは，ブ勁詞がム動詞より低率
な唯¬-の例である.
’○公，何ソ我ヲ棄テ彼ヲ賞シ給ハムヤ」ト，
公ヲ恨jビ奉テ（巻十一・第二）
　また，シワブ（皺）とシワムは，同率の叩一
の例である．
　０「此,ニ穴ヲ彫タル蕪ノ有ソ．此ハ何ソ」ナ
ド云ﾌﾃ，暫ク翫ケル程ニ，皺干クリケルヲ，掻
削テ食デケリ．（巻二十六・第二）　頭白ク面
　シワムはご萬葉集（九.‘1740)・新撰宇鏡・類聚名義抄
シワブは，管見では今昔物語集以外に平安時代の文献から
　これらを稀少例として除くならば，「－ブ」の優勢の著しいタフトブをはじめとして，カナシブ
の如き殆ど「－ム」と同率とも言える語に至るま七，その比率は様々である．
　かかる一見不規則な状況が，単に今昔物語集全体を量的に平均化して得られた結果によるもので
ないことは，次のように，同一説話にあっても，「十ブ」「－ム」の併存が認められることによっ
て，明らかになると思われる．　　　　　　　　　･’
　＜アハレブ●アハレム＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　Ｉ
天道モ其ヲソ哀ビ給プラム．（巻二十・第四十四）
＜タフトブ・タフトム＞
天道此ヲ哀ミ給ヒケルニヤ．（同上）
　①然レバ，長圓，泣々ク法花ノ威験ヲ貴ブ事尤限シ．（巻十三・第二十一）　夢に「八入ノ童子
有リ，（中略）各掌ヲ合セテ長ロヲ讃テ云ク，（中略）’卜誦シテ，法花経ヲ誦スルヲ聞ク」ト見
テ，夢覚メヌ．然レバ，貴ム事尤限シ．（同上），　ノ　　　グ
　　　　　　　　　　　　　　　　●　●　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　♂②而ル間，天皇，是ヲ闘食シテ，資狼ヲ給テ貴jビ帰依=セサ七給フ事尤限シ．（巻十一・第十二）
其国ノ王，亦，和尚ノ徳行･ヲ間テ，大半二貴ミテ帰依シ,給フ事元限シ．（同上）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　●　　　　Ｆ　●③然レバ，此レヲ貴ブ事尤限クシテ，尚，暫ク枕上二置キ奉レリ．（巻十二・第三十）　世挙テ
貴メル事尤限シ．（同上）　　　　　　　　　　　ｌ
●●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　●　●　＜アヤシブ・アヤシム＞
　①諸ノ入，此ヲ怪ム．（巻十一・第一）　是ヲ具テ1，皆，驚半怪ブ．（同上）
　②「何ナル事ノ有ルニカ」
ミ思テ，猿ノ許二近ク行テ.
　＜カナシブ・カナシム＞
ト倍ビ思テ，寺ノ近キ法二出デヽ-（巻十四・第六）　僧，此ノ事ヲ舒1
（同上）　　　　　･1
　①国王哭牛悲ムト云ヘドモ，甲斐尤ク都二返りヌよ惣ベテ思ヒ止ム時モ尤ク，
並シ．（巻二・第二十六）　　　　　　　　　　‥‥‥
恋ヒ悲ピ歎ク事尤
②欺キ悲ム心深シト云ヘドモ，「我レ，父ノ宣旨ヲ.不可背ズ」丿云テ，忽二施荼羅ヲ召テ哭々ク
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二刈限ヲ扶り捨ツ．其ノ間，城ノ内ノ人，皆，此ヲ見テ悲ビ不哭ザル者尤シ．（巻四・第四）
　③我レｙ日来，汝ヲ恋ヒ悲ム心深クシテ，王二申シ請テ見ル事ヲ得タリ．（巻四・第四十一）
此レハ，生ヲ隔デフレ八木ノ心ハ尤ニヤ有ルラム，
有りケムトナム語り伝ヘタルトヤ．（同上）
父ハ未ダ生ヲ不替ズシテカク恋ヒ悲ビケルニヤ
　④王照君，泣キ悲ムト云ヘドモ，更二甲斐尤カリケリ．（巻十・第五）　王照君，
ラ，此レヲ聞テソ少シ曖ム心地シケル．（同上）
　＜タノシブ・タノシム＞
泣キ悲ピ乍
　其ノ時ニ，勝音城ノ人，皆富テ楽ミ盛也．王ヲバ仙遊ト云フ．（巻－・第二十三）　其ノ時ニ，
仙道王，宮二大会ヲ儲テ諸ノ人ヲ集テ問テ云ク，「他国ノ楽ピ，我が国ト相似クリヤ」ト．（同上）
　以上によって，今昔物語集にあっては，ブ・ム勁詞の存否によって，その説話の文章か訓読語調
か和文調かを識別することは困難なことが明らかになったであろう．
　ろ．しかしながら，既に指摘したように「－ブ」「一ム」’の併存する動詞にあっては，今昔物語
集全体を通じて「－ブ」が優勢であり，その点では，今昔物語集全体の性格は，非和文調であるこ
とを表わしているものと考えられる．ただ，こい，で無視出来ないのは，前項で述べたように，ブ動
詞・ム動詞の比率に，語によって大きい差の認められることである．即ちカナシブとカナシムとが
ほ刈司率を占めているという事実を，いかに理解すればよいかということである，用例数において
は，タフ･トブ（ム）に次いで多数を占めていながら，「－ブ」「－ム」の比率においては，タフト
ブ（ム）とは全く異った数値を示している．その原因を暫く探ってみようと思う．
　５．１　カナシブ・カナシムの用例を調べて行く時に，単独で述語として用いられるよりも，む
しろ，他の動詞と連語を成している場合の極めて多いことに目を引かれる．その連語を列挙すれば
次下の如くになる.
　①カナシビ貴ブ　に）80－ 3（ｏ，目178－ 6，262-13, 354- 6，356-15, 364- 6，367― 7，367-4,
368－ 1,　"ｙi1－ 9 ， 373-15.以下省略……35例　カナシミ貴ブ　に）189－ 9 ，目86－16……2例
　②カナシビ款ク　日316-10, 393-14, B87-15, 153- 3 , 222―14, 514―15……6例　カナ
シミ欺ク　に）216－ 7 ……1例
　③カナシビ泣ク　日65-4, 274-13, 352-15, (H)216- 8 ……4fﾀﾞll　カナシミ泣ク　に）212－ 9
……1例
　④カナシビ愛ス　に:)63-16, W179-12, 417-17, W21卜-5, 302-3……5例　カナシミ愛ス
日320－ 4 ， 330-12, H417―10……3例
　⑥カナシビ喜ブ　に;)99-9, 242-11, (H)149-ll. 473-15……4例
　⑥カナシピ養フ　(H3132-14, H417-15……2例
　⑦カナシビ助ク　目115¬14; 149－ 4 ……2ｲﾀ4j
　⑤カナシビ困シブ　に）233－15……1ｲﾀﾞI)
　⑨カナシピ讃ム　に:)193―13……1例
　⑩カナシビ感.ズ　ロ193-11……1例
　○カナシビ悔ユ　に）76－ 1 ……1例　　　　　　　　　　’
　⑩カナシビ哀レブ　に:)199- 1 ， 曰298－ 6 ……2例
　⑩カナシビ言フ　四206－15……1例
　○カナシビ思フ　叫428－ 1 ……1侈4j
　⑩カナシビ合フ　日180-7, 312-16……2例
　⑩カナシビ仰ル　に）161－ 1 ……1例
　○カナシビ在マス　日251 ― 6 ……1例
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　⑩カナシビ傅ク　㈲304－ 3 ……1例
　⑩カナシビ迷フ　日64－ 5 ， 向272－ 7 ……2例
　⑩カナシミ痛ム　に)110－ 6 ……1例
　＠貴ビカナシブ　(H)156―15, 180―15, 200―9, 293--15, 357―17, 361 ― 8　以下省略……13
例　貴ビカナシム　白178－ 1,　ｍ－ 2 ，固88－16……3 ･9j ･貴ミカナシム　白426－ 3 ……1例
　⑩嘆キカナシブ　日60－ 2 ，に:)281-16, 284-15, Q403-8, 514-17. H84-16, 85- 6 ， 以
下省略……11ｲﾀﾞIJ　欺ヰカナシム　日92－ 9 ， 93－ 5 ， 108―15, 14!-15, 163- 7 ， 179-6, 184
―16, 225―7 , 252-16, 274―11　以下省略……40f･j
　⑩哭手カナシブ　日196-1 ,に:)281- 6 ， 316― 7 ， B84―17, 329-12, 371- 8 ， M155-13,
220-11……8例　哭牛カナシム　日64―2, 64―10, 65― 5 ,j 100-9, 120－ 4 , 125― 1 , 130
-12, 146- 8 ， 167-4 , 181-14, 231-4, 233- 6　以下省略……55例
　⑩恋ヒカナシブ　日334- 8 ， に:)206―12, 281 ― 2 ， 281―4, (H)119―11, 121-11, m2i― 5 ，
(E)229- 3 ， 243- 2 ， 294－ 6 ……10f夕･j　恋ヒカヂシム　日102-15, 182-15, 184-15, 333-16,
334―4 , 340-16, 354―12,に:)I25- 5 , 196-12, 197-5　以下省略……＼w』
　⑩哀ビカナシブ｀　に)201－ 1 ，(H)401- 5 ……2例　哀ビカナシム　白495－ 5 ……1例
　⑩喜ビカナシブ　に:)207- 5 ，(ヨ106-11,倒179- 5…‥･3伊ij　喜ビカナシム　(H)173―13, 289
－10，513－ 6 ……3例
　図悔イカナシブ　日102-1 ,日164-8, 410-2 , W76-14, 84- 1 ， 206- 1 , 208- 9 ， 209
－9……8例　悔イカナシム日279-10, 286-16,に:)214- 9･，246- 6 ， 白加9-13, W182-16…
…6例
　⑩恥ヂカナシブ　H107- 5 ……1例
　⑩助ケカナシブ　に:)255- 1 ……1例
　⑩恋ヒカナシビ欺ク　日167－ 4 ……1例
　◎欺手恋ヒカナシブ　日74-15, (H)290- 3 ……2M
　⑩Ⅲメカナシブ　に)302－ 5 ……1例
　⑩ウツクシビカナシブ　白294－ 9 ……1例
　⑩泣牛カナシビ貴ブ　四96－ 6 ……1{ﾀﾞ･j
　⑩翫ビカナシブ　固418－ 5 ……1例
　⑩痛ミカナシム　(H)315―16, H191 ―10……2例
　⑩惜ミカナシム　に5188-10, 209-16, (H)267-3 ･･…･3ｲﾀtj
　図愛シカナシム　日160-13……1例
　⑩驚手カナシム　白181－10……1例
　⑩怖ヂカナシム　(H)561-ll……1例　　　　　　ト
　⑩までは，迦語の前項にカナシブ・カナシムの来でいる例を，＠以下には，後項にそれが来てい
る例を纒めて世いた．これらの連語形態がカナシブ(ム)全体に占める比率を求めてみると，カナ
シブでは. U.196'-^',カナシムでは，94.1％になる，即ち，カナシムは，その殆どが連語形態であ
ると言っても差し支えない．このような連語を構成する上に，八行音節とマ行音節とが，何らかの
関係を持っているのではないかと予想せられるのである．
　この角度から見た場合，次下に述べる傾向の存することを指摘し得るようである．
即ち，⑩までの連語によれば，前項には，カナシムよりもカナシブの来る傾向にあると言える．こ
の傾向に反する例は，⑩カナシミ痛ムぐらいのものである．一方，＠以下になると，このように単
純には処理出来ない．例えば，＠では，貴ビカナシブが貴ビ分ナシム・貴ミカナシムより四倍以上
も多いので，述語の後項でもカナシブが支配的かと思わせるのであるが，しかし⑩嘆牛カナシブ
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　（ム）・⑩哭手カナシブ（ム）・⑩恋ヒカナシブ（ム）の三例では，上の予想に反して，いずれも
カナシムの方が多い．殊に⑩嘆キカナシムは，嘆牛カナシブの約四倍，⑩哭キカナシムは，哭手力
ナシブの約七倍の多きに上っている．
　又，⑩哀ビカナシブ（ム），⑩喜ビカナシブ（ム），⑩悔イカナシブ（ム）では，「一ブ」と
　「－ム」とて殆ど差が無いと言ってよかろう．
　このように一見無原則的とも思えるような現象が何故に起こるのかは明らかでないが，おそら
く，ある特定の頻用せられる連語には，その内部に特種の要因かはたらくのであろう．あるいは，
＠貴ビカナシブ，⑩哀ビカナシブ，⑩喜ビカナシブなどでは，前項の八行音節に桔抗して生じる一
種の音韻体制として見ることが出来るのかも知れない．　　　　　　　　　　　　．
　５・２　タフトブ｀･タフトムの構成する連語は次のとおりである．配列法はカナシブ（ム）の場
合に準ずる.
　①タフトビ礼ム　目235－ 9 ， 固134－ 8 ……2例　タフトミ礼ム　日291-1……1例
　②タフトビ敬フ　日214-3 ，に:)290-13, (H)63-15, 105-8, 130-6, 260-10, 287-4　以
下省略……12ｲﾀ'J　タフトミ敬フ　(H)72-14……1例
　④タフトビ合フ　に）175－ 8 ，(H)102―2 , 110―16, 176― 5 , 321-17……5例　タフトミ合フ
国236－17……1例
　⑤タフトビ帰依ス　目84－ 6 ……1例　タフトミ帰依ス　国68－ 2 ………1例
　⑥タフトビ申ス　圈164－ 6 ……1例
　⑦タフトビ哀ムデ　目521－14，固138－ 8 ……2例
　⑧タフトビ思フ　lH)351-10, 357-12, 358-13, 413- 2 ……4例・
　⑨タフトビ讃ム　(H)132―17, 247―16, 407―17……3例
　⑩タフトビ惟（ブ）　国177－ 9 ………1例
　⑩タフトビ崇ム　に）94－ 4 ，(H)53-13……2ｲﾀﾞ･j
　⑩タフトビ信ズ　に）79－10……1例
　⑩タフトビ仰グ　日262-14……1例
⑩タフトビ悲ム，タフトビ悲ブ，タフトミ悲ム（カナシブ（ム）で掲げたので省略する.）
　⑩タフトミ喜ブ　目235－ 1 ……1例
　⑩驚牛タフトブ｀　日286-16……1ｲﾀﾞ>J　驚牛タフトム　目163－12……1例
　○敬ヒタフトブ　に）99－10，172－ 5 ，(3137―15……3例　　　　　゛
　⑩礼ミタフトブ　目176－ 6 ， 364- 7 ，固59-17……3例　礼ミタフトム　目245－ 5 ………1例
　⑩崇メタフトブ　に）95－ 3 , 166-11, (5J446-14……3例　崇メタフトム　(H)261- 3 ………1例
　⑩礼拝シタフトブ　目200－ 8 ……1例
　＠惟ビタフト（ブ）　(H)177-14……1例　奇ミタフトム　国55－13……1例
　⑩泣牛タフトブ　(H)296-12, 376-16……2例
　⑩讃メタフトブ　に:)156-15, 199-8, (H)153-14, 168-6,･282―14, 404―4 , 449-14, 545
－13　以下省略……16例
　⑩喜ビタフトブ　日217-14, Q189―14, 199―4, 275二10, 292-2, 359-2, 360- 3 ， 360
－5，368－13　以下省略……16ｲﾀﾞtj
　⑩信ジタフIトブ　圈293－12……1例
　⑩哀ビタフトブ　国424－ 9 ……1例
　＠悲ビタフトブ・悲ビタフトム・悲ミタフトブ（カナシブ（ム）で掲げたので省略）
　酋泣キ悲ビタフト,ブ　固96-6……1例
　上の連語形態がタフトブ（ム）全用例に占める比率は，タフトブでは49ﾝ6％でカナシブの場合に
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比べて，著しく低い．又，タフトムの場合では55％で･，　これまたカナシムの場合に比べて際立って
低い．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．丿
　即ち，タフトブ（ム）は，カナシブ（ム）に比べて,丿単独で用いられる率の高いことがわかる．
又一方，連語の前項にはタフトブを用いることが原則とな９ていると見られる点では，カナシブ
　（ム）の場合に等しいか，後項の状況には大きな違いかある．即ち，カナシブ（ム）では，前述し
たごとく，複雑な様相が窺えたのであるが，タフトブ（ム）では，前項と同様，後項においてもタ
フトブを原則としていると見られる．カナシブ（ム）｀の如,き，特定の連語に限って「一ム」が著し
く多く見られるというようなこともない．　　　　　・
　クフトブ（ム）とカナシブ（ム）との間に何故にかｙ乙差異が生まれているのか，今のところ明
らかにし得ない．たゾタフトブ（ム）では，ｍ的にタ才トブの勢力が確実にタフトムより強く，一
方カナシブ（ム）では，カナシブ・カナシムの勢力が均衡を保っていたと言えようか．
　　　　　　　　　　　　　　　第二節　三宝絵詞●打聞集の場合
　１．本節では，三宝絵詞・打開集゛6'に用いられているブ・ム動詞と，今昔物語集のそれとを比較
して行くことゝしたい．いずれも和化漢文体・漢字混りかたかな文であることに由る．左に両作品
--一一-　　　　　　　　　-一一　　-一一一一一一一一-
　　　｜三宝絵詞｜打　聞　集
アハレブ
アハレム
ハラム(孕･)
マネブ
イタム
カロム
タフトブ
タフトム
こクム
ヌルム(温)
ネタム
マロブ(ﾒL)
－
アヤシブ
アヤシム
ウツクシブ
ウツクシム
カナシブ
カナシ,ム
クルシブ
クルシム
タノシブ
タノシム
ヲシム
イナブ(否)
ウラム
??
?????????
?????????
??
１
１
１
,のブ・ム動詞とその用例数とを一覧表にしたも
　めを掲げることゝす.る．
　　２．三宝絵詞にはブ・ム動詞の対立併存の認
　められるごとは，今昔物語集の場合と同様であ
，る．ただ注意すべきは，今昔物語集の場合に
　は，語によって「－ブ」「一ム」の用例比率が
　玄ちまちであり，たとえば，カナシブ（ム）の
　如くカナシブ・カナシムかはｙ同率であるもの
　もあったが，三宝絵詞の場合には，アハレブ
　（ム），クフトブ（ム）．　アヤシブ（ム），カナ
　シブI（ム），クルシブ（ム），タノシブ（ム）
　などいずれも（但し，ウツクシブ（ム）は各１
　例ずつなのでレ論の対象から外す.）ム動詞に
内アヤジムテＩ）　’比’｀゛てブ勁詞が明らかに優勢であるということ
　　　　　　　　　である．この点においては，今昔物語集よりも
　　　　　　　　・一段と非和文訓が強いこととなろう．次に例文
　　　　　　　　’を掲げておく．　　　　　　　ｊ
　　　１　　　　→①心二深クI人ヲ憐レフ　しヒ484,他に192,
　　　　　　　　　220, 549, 738,巾352,下985)　国ノ司ナケ
１
キアハレミ（中631,他に下117. 353)
②諸ノ人y是ヲ見テ皆大半ニリコ･ヒ貴トヒキ
　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　●　●土ﾋ71√他に275, 406, 744, 745,中93, 302,
369。1 411, 572, 646,下83, 248, 415, 458,
464, 788, 1120)　ヨニタウトミラルヽヲソ子
ミ子タミテ云ク（中300)
　③諸ノ鳥獣皆一方タニ赴テ飛ヒ去ルヲ見ル奇ヒテ其方タニ･尋行テ見レハ（上242,他に255,
272, 309, 324, 329, 372, 744,中80, 347, 411,｡414, 459。460, 484, 497, 509, 593, 620,
勁詞構成接尾辞ブ・ムの研究　　　（東辻）
641, 660,下157, 545, 727, 975, 987)
684,下704)
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皆驚牛アヤシム（中203,他に206, 294, 368, 511
　④心ヲ三宝ニカケテウツクシヒ物ヲスクフニフカシ（下293)
ミ人ノクルシミヲスクフ悲田ト施薬トノニノ院ヲタテヽ（下464)
心二仏ノ道ヲタウトヒウツクシ
　⑤是ヲ悲ヒテ泣ク也ト云フ（上87，他に172, 192, 311, 322, 340, 341, 433, 456, 475. 481,
516, 569, 588, 607, 619, 632, 649, 670, 676, 678, 690, 711, 713, 729,中40, 199, 494,
519, 520, 631, 645, 646, 664, 688, 880,下233, 306, 308, 352, 536, 584, 592, 608,　ｍ.
849, 863, 891, 974, 985, 1127)　局禅師乃ヨヲ悲ミ身ヲ恨ミ（中36，他に107,下888)
　⑥衆生ノ苦已ヲ救ヒ給フ（上18。他に54, 56, 178, 198, 201, 365, 471, 512, 514, 532, 564,
613,中790, 817, 863, 887,下113, 486, 897, 904, 909, 913, 1081)　願クハ吾力子ヲ･守り助
ケ飢ヱ苦シム事尤カラシメ給へ（上600,他に中788, 799, 815,下82, 121, 465, 794, 898)
　⑦悦ヒ楽シフ（上470,他に614, 734,下106, 112, 204, 691, 829, 905, 923, 927)　カノ国
ノ楽ミヲ子カフナリ（下946)
　５．打開集は，アヤシブが３例あるほかは，すべてム勁詞である．しかし，その用例数も少な
く，傾向を明確には捉えにくい．次に個々に検討してみる.
　①今コレニョリテ事ノ心ヲ思フニ老ヲ貴ムヘキ国ニコソアリケレ（五才）
　この箇所は，今昔物語集巻五・第三十二にほゞ｀同文かあるが.問題の箇所は次に見るとおり「－
ブ」「－ム」いずれであるのか明らかでない．「今ハ此二依テ事ノ心ヲ思フニ，老タルヲ可貴牛二
コソ有ケレ」（日402－10）
　②王アヤジヒ給テ，是ハ何物イツレノ国ヨリ来ルソ（一ウ）　　　　．｀
　この箇所は，今昔物語集巻六・第一では，目ぶ|王，此レヲ見テ問給ハク「汝ハ，此レ，何ナル者
ノ何レノ国ヨリ来レルソ（下略）」」と表現が異っている．他方，宇治拾遺物語巻十五ノ十では，
「御門あやしみ給て，「これはいかなる者ぞ．何事によりて来れるぞ」」とある．
③件国王アヤシヒテ， 是ハ何人ソト悶給．（ニオ）．
　この箇所は，今昔物語集巻六・第四では，「其川罰ノ王，三蔵ヲ見テ，米ダ三宝ヲ不知ザリケレ
バ，惟テ「何人ソ」卜問フニ」とあって，「－ブ」「－ム」いずれであるか明らかでない.
　④又見レハ朝日ノサシタルカ如クナル光出キヌ．驚テアヤシヒテ見ハ此病人エモイハス貴キ観世
菩薩成ヌ（ﾌﾟKウ）
　この箇所は，今昔物感染巻六・第六では，
ム」いずれであるか明らかでない．
「法師驚牛憤テ退テ見レバ」とあり，「－ブ」「－
　⑤其ヲ奇アヤシムテカキ下テ見ル時二大師大形二成給ヌ（十オ）
　この箇所は,‘今昔物語染巻十一・第十一では，欠字になっている．又，宇治拾遺物語巻十三ノ十
では，「それ〔を〕あやし力句て，いだきおろしてみるに，大師もとの姿になり給ぬ」とある．
　以上のアヤシブの四例では，類話による今昔物語集との比較は出来ないが，宇治拾遺物語とは，
ある程度の比較が可能であり，打開集に対して，宇治拾遺物語の用語に和文調が窺える.
　⑥我ムスメタヽ一人アリ，形天女ノコトシ，カナシマルヽ事限り尤シ（六オ）
．この箇所は，今昔物汚染巻六・第五では，「王，娘亦一人有リ，形端正美麗ナル事天女ノ如シ．
此レヲ悲ピ愛スル事讐ヒ尤シ.」とあって，打開集との間に「－ブ」「ム」の対立が見られ’る．し
かし，この対立が打開集と今昔物語集との文体差を表わしでいるとは，
か．
考えにくいのではなかろう
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　　　　　　　　　　　第三節　法華修法百座聞書抄・古本説話集の場合
　１．本節では，法華百座・古本説話集（7）に用いられているブ，ム動詞と，今昔物語集のそれとを
比較して行くことゝする．法華百座と古本説話集と七は，その表記面を異にしているのであるが，
ブ・ム動詞については，両者は一致する傾向にあるので，こゝで併せて取り扱うことゝする．次下
に両作品のブ・ム動詞とその用例数とを一覧表にしたものを掲げる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．「－ブ」「－ム」の対立併存する動詞に
｜　法華百座　｜　古本説話集
アハレブ
アハレム
オトナブ(大人)
クボム
ハラム(孕)
ヒラム(平)
５
１
２
１
１
１
１
タフトブ
タフトム
タュム(緩)
ヤスム(休)
ニクム
マロブ(丸)
１
５
(１)
１
２
１
２
１
(アヤシブ)
　アヤシム
　アヲム(青)
(ウツクシブ)
　ウツクシム
　カナシブ
　カナシム
(クルシブ)
　クルシム
(タノシブ)
　タノシム
　ヲシム
－
10
－
1
1
5
－
11
－
1
－
３
１
－
４
－
１(下ゴ
ー
６
ィナブ(否)
ウラム ３
１
２
ついては，左の表から明らかな如く，法華百
座ではわず,かにアハレブがアハレムより多用せ
られているに止まり，他の例語では，すべてム
動詞の方がブ動詞よりも多用せられている．殊
に，アヤシブ（ふいカナシブ（ムいクルシブ
　（ム）では，その用例数が多いにも拘らず，今
昔物語集・三宝絵詞とは全ぐ相反する数値を見
せている．アハレブ（ム）を除けば，この法華
百座のブ・ム勁詞の用いざまは，古本説話集に
一致するところが多い．次に例文を掲げる.
　①汝力皆是我有ノ周二随喜ヲナシヽユヘニア
ハレヒテ今コヒウクルナリ（百座68行，他に
77, 345, 490, 662)　其ノ中二一人ノ獄卒ヲ
見ルニ我レヲイミシクアハレミテ殊コトニモニ
スナコヤカナル（百座749)　姫君あはれみて，
ふぢ袴を調じて取らす（巻下・第六十）
　②天帝尺コノ人ヲタウトミテ馳馬宝車ヲツカ
ハシム（百座808）　そのよしを申せば，をど
ろきたうとび給（ひ）て（巻下・第七十）
③エムマニオヽ牛ニオトロキアヤシミテ
座16，他に83, 147, 189, 247, 303,
(百
596「
656. 688, 692)　flあやしみてそのゆへをあ
ながちに問ふに（巻下・第六十）
　④ワ鳥ヲハ太子ノ年ヒサシクカヰウ〔ツク〕
シミタマヒシハコヒシトハヲモヒタテマツラヌ
カ（百座649)
　⑤見ル人々アハレカリカナシヒテ（百座218)　ｲ｀ヨ／，セムカタナクカナシム事カキリナシ（百
座129,他に97, 345, 654, 659)　あとに泣き悲しめ’ど，かひもなし（巻上・第二十）
　この箇所は，宇治拾辿物語巻三ノ九に同文がある.
　　「ありっるやうを人⌒にかたれば，あはれ力句かなしみあひたりけるほどに」（巻下・第五十
　四）この箇所は，今昔物語集巻十六・第四では，「此レヲ聞ク者，皆，涙ヲ流シテ，
尤限シ.」とある．
悲ピ貴ブ事
●　●　●　●
「この牛は逃げぬるな（ん）めり」と悔ひ悲しみ給（ふ）こと。かぎりなし。」（巻下・第七十）
　この箇所は，今昔物語集き十二・第二十四では，
事元限シ.」とある．
「此ノキノ逃ヌル也」卜悔ヒ悲ビテ，泣手給フ
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　「夢さめて，泣き悲しみて，僧正候（ふ）房にまいりて申（す）に」（巻下・第七十）
　この箇所は，今昔物語集巻十二･第二十四では，「夢覚テ，泣牛悲テ三井寺ノ僧都ノ許二詣デ」
とあり，カナシブかカナシムか明らかでない．古本説話集と今昔物語集との間に，上の如くム動詞
とブ動詞の対立が見られる.
　⑥ワレラカクルシミヌキタマヘトイフニ（百座285,他に294, 294, 305, 435, 621, 800, 801,
894, 894, 895)　すべて名詞である.
　⑦コノ生ノタノシミヲノミコソオホシメスヘケレ（百座822)
　5.法顛百座は，小林芳規博士によれば（8），「漢字交り片仮名文」というべきもので，漢字交り
平仮名文における平仮名を片仮名に改めることによって生じたと推定せられている．又高羽五郎氏
によって(9)法華百座の表記が和文のそれに似ていることが指摘せられている．さすれば，本節に
述べた，法華百座においてム勁詞かブ動詞よりも量的に優勢であることも，その一つの現われと見
られるのではなかろうか．
　　　　　　　　　　　　　　　　　第四節　平仮名和文の場合
　１．本節では，その他の平仮名和文(lOJに用いられているブ・ム勁詞に触れておきたい．だゞ｀
し，小稿では，取り分け今昔物降集と比較するために必要とするブ・ム動詞に限って取り扱って行
くことゝしたい，次に一覧表を掲げる．（別表･ｎ）
　２．この表を概観した場合に，まず知り得ることは，全休を通じてブ・ム動詞の分布状態が意
外な程に粗であるということである．即ち，源氏物語・宇津保物語・栄花物語の如き大作を除け
ば，他は，まことに寥々たるものである．殊に歌物語・日記・随筆に至うては，分布は殆ど零に近
い．
　２．１　次にやパ単しくブ・ム動詞の分布状態を語毎に見て行くと，語によっては，分布にかな
りの違いのあることを知るのである．
　即ち，アハレブは，アハレブ（ム）を用いている六作品の中，四作品に用いられ，それらにはア
ハレムは用いられていない．
　カナシブは，同様に九作品の中，八作品に用いられ，源氏物語・宇津保物語ではカナシムよりカ
ナシブが著しく多く，栄花物語ではカナシブ・カナシムは殆ど同数であり，夜の寝覚・土左日記・
蜻蛉日記・大鏡では，カナシムが見られない．反対にカナシムが多いのは浜松中納言物語である．
　又，タノシブ（ム）は，三作品に見られ，タノシブ・タノシムの開には量的差が殆ど無い．
　次にクフトブ（ム）は，四作品に用いられ，その中，三作品はタフトブのみで，タフトムは見ら
れない．
　この上に更に前節で述べた法華百座・古本説話集での使用状況をも勘案した場合，以上四語，ア
ハレブズム）・カナシブ（ム）・タノシブ（ム）・タフトブ（ム）については，平･仮名和文ではム
動詞を用いるとは必ずしも言えないと考えられる．
　又他方，アヤシブ（ム）では，三作品のうち源氏物語には「－ブ」「－ム」が対立併存している
が，他の二作品はアヤシムのみであり，法華百座や古本説話集もアヤシムのみである．
　次にウツクシブ゛（ム）は，七作品に用いられており，そのうち源氏物語にウツクシブか僅かな‘が
ら見られる外は，すべてウツクシムのみである．法華百座にもウツクシムは見られるが，ウツクシ
ブは無い．
　又，’クルシブ（ム）は，四作品に用いられており，そのうち宇津保物語にクルシブー例が見える
外は，すべてクルシムである．
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　以上の三語，アヤシブ（ム）・ウツクシブ（ム）・クメレシブ（ム）,については，平仮名和文にあ
ってはム勁詞が用いられていて，ブ動詞は殆ど用いられていない･と言えるようである．
　２｡２　以上を纒めると，「－ブ」「－ム」の対立を有する勁詞は，平仮名和文ではム勁詞が用
いられて，訓読語資料のブ動詞と対立する，というように一律には言えないことであり，平仮名和
文では，語によって，原則的にム勁詞の用いられているものと，必ずしもそうは言えないものとが
ある，ということになる．ただしこれは，用例数を表面的に扱った結果であるから，当然それぞれ
の用例についての内容的検討がなされなければならない．
　３．１　アハレブ（ム）
　アハレブについては，周知の如く築昌　裕博士の高説があり（11），この語は漢文訓読語で，和文
脈には用いられないことが明らかにされた．一々挙げるまでもないことではあるか，論述の都合
上，一応触れておきたい．即ち，その所在を記せば次の如くである．
　宇津保物語（ｲ変蔭71－10＜地の文＞，楼の上上1716-2 <会話√仲忠→女一宮＞
　源氏物語（明石456― 9 ＜会話・明石入道→源氏＞，若菜下115,5―IK会話・夕揚→源氏＞）
　大鏡（巻六263－11＜会話・世次→侍＞）　　　　白
　栄花物語（巻十六46－ 7 ＜永昭の説法＞）　　　　　　　　二
　これらの例は，「願文・大学の博士の詞・僧侶の詞，それに公卿のうちの或る人々の詞などであ
る．これらの人々は，大体に於て学識の深い人々であり，当時の学問知識がすべて漢文の訓読によ
って取入れられてゐたのであるから（中略）源氏物語の作者も，その事実を認識して，写実的に描
写したのだと考へられる」として，漢文訓読特有語こが和文脈の中に介在すると見られることは，
築高博士の前引書（812ページ）に述べられているとトごろである．た斗聊か疑問に思うのは，ア
ハレブにアハレムをも含むのかという点である．これはおそらく，アハレブとアハレムとは峻別す
る立場を収られるのであろうが，もしそうだとずると，たとえば讃岐典侍日記にある賢巡法師の受
戒表白文「仏法をあかめ一切衆生をあはれみさせ給ふ心いまだむかしより今に至るまでかばかりの
帝王おはしまさず」（200行，異文無し）は，いかに考えればよいのであろうか．訓点資料にも，
法華経玄賛巻六や石山寺本太唐西域記などにアバレムが存する‘!2）ようである．又，アハレブは千
載和歌集序文(13)にも見える．築島博士は古今集仮名序のあはれぷを訓読語の例として説かれた
が，干載集序文の場合はどうであろうか．
　　もし，仮にアハレブに対して，アハレムが和文脈に用いられる語形だとすれば，確かに浜松中納
言物語（巻四336－ 7 ）に，「ｲﾑなどのあはれみを垂れ給はんやうに」の例が見られはするが，源
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　●●　●｀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”氏物語・宇津保物語・栄花物語に一例も見えないというのは，聊か気に懸ることである．又，前節
に述べたところであるが，法華百座では，アヤジブ（ム）・ウツクシブ（ム）・カナシブ（ム）・
クルシブ（ム）・タノシブ（ム）し
ず，アハレブ（ム）だけはブ動詞を多く用いていることも不思議である．築島博士は，アハレブに
対して和文脈に用いた同義語は「あはれがる」であると説かれた．（前引書833ページ）しかしこれ
については，亀山泰紀氏(14)が詳しく調衣されたとどろであるが，やり
　　５．２　カナシブ（ム）
　源氏物語には次のように用いられている．要点を略記する.
　＜カナシブ≫　桐壷（19－ 8 ＜地の文＞，19－10＜地の文＞），夕顔（128－ 8く会話・惟光→
源氏＞）･，若紫（180－ 7 ＜消息・僧都→源氏＞），･葵(316- 1 ＜会話・左大臣→源氏＞），須磨
　(398一13＜会話・左大臣→源氏＞，433－ 8 ＜詩句＞），明石(446- 3 ＜心語・源氏≫.若菜上
　（1097－6 ＜会話・使の大徳→尼君＞），若菜下（1157－14＜･会話・源氏→明石上＞），柏木(1260
－8＜会話・致仕大臣→夕霧>, 1264- 8 ＜地の文＞）,‥御法(1391- 9 ＜会話・夕霧→源氏＞），
橘姫（1510－＜会話・人々＞），宿本（1717－12＜会話・薫→中君>, 1759-13く会話・阿圀梨→
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薫＞），手習(2043- 5＜会話・紀守→人々＞），夢浮橋(2057―12<会話・僧都→薫>, 2059―
11＜会話・薫→僧都>, 2059- 9 ＜会話・薫→僧都＞）
　≪カナシム≫　手習(1994- 9 ＜心語・妹尼＞）
　上のように，会話文・地の文の別無く用いられている．
　宇津保物語では次のように用いられている．源氏物語に準じて掲げる.
　≪カナシブ≫　ｲ炎蔭（３－８＜地の文＞，16－9＜地の文＞,23－ 2 ＜会話・七人→俊蔭＞，29－
7＜会話・俊蔭→御門＞，29－11＜会話・俊蔭→御門＞，56－ 8 ＜心語・仲忠母＞），春日詣(275
－9＜会話・忠こそ→正頼＞，278－10＜会話・正頼→忠こそ＞），沖つ白浪（901－ 5く会話・大
学丞忠遠→藤英＞），蔵開上（1054－ 1 ＜会話・上→仲忠＞），蔵開申（1118－ 2く会話・仲忠→
兼和・母北の方），国譲申(1462― 5 ＜地の文＞），国譲下「1497―IK会話・中宮→忠邪＞,」510
－3＜会話・后→上）＞
　≪カナシム≫　俊蔭（３－４＜地の文＞），春日詣（278－11＜会話・正頼→忠こそ＞），菊の
宴（630－10＜地の文＞，631－ 4 ＜地の文＞），あて宮（701－11＜地の文＞），蔵開下(1186-
3＜会話・春宮→藤壷＞），国論中(1381- 6 ＜会話・北方→民部卿実正＞）
　上のように，巻による別，地の文・会話文の別無く用いられている，殊に次のような用例に注意
を要する．
　おとり「としごろをばさる物にて，けふのためあす心ぽそき事．さがのゐんにも，おりあらは，
いまかくなむとそうせん，つねに『むかしふかき契りある中なりき．まさよりばかりぞきゝいで
ん』と，かしこくかなしび給を，かくなんときこしめさばいかにかなしみの給まはん.」（春日詣
278－10～11）
　この例からは，カナシブとカナシムとには用法の別が無かったのではないかと考えられる．
　他の作品では，それぞれ次のごとくである．
　大鏡
先坊を恋かなしびたてまつり給（巻二77－11）　ゐなか世界まできゝつぎたてまつりて，おしみ
かなしび申しゝか（巻三119- Ｏ
　栄花物語
　宮々・殿ばら惜しみ悲しびきこえ給ふ（巻十五443－12＜地の文＞）　たゝぐ｀眼の前に楽しび去り．
悲しび来るのみならず（巻三-1-330-13,要集記の引用）　年頃仕うまつりつる女房の，若きにつ
けて恋ひ悲しみ申 （巻二十六216一一4＜地の文＞）　これいみじかりける善知識かな，楽しみあり
て苦しみはありとのみ知りたりつるを，悲しみも苦しみも共に知らせつる．（巻二十六228－ 2く会
話・院源僧都→道長＞）　昨日の講師，天竺の釈迦の涅槃の所の悲しみの涙の，今にそのあたりの
砂子にしみて紅の色なる心を説きければ（巻二十九314- 4 ＜地の文＞）
　栄花物語では，嬰集記からの引用に悲しび（楽しびにも注目しておく）が用いられていること
は，カナシブが一見訓読特有語ではないかと考えられるところであろうか，一方，院源僧都の道長
への詞には，悲しみのみならず，
て，必ずしも，
　土左日記
楽しみ・苦しみなど，すべてム動詞が用いられているのであっ
ある特こ定の条件のもとに統一的にカナシブを用いたとは言いがたい．
　よろこびもあり，
る（３－９）
　夜の寝覚
かなしびもあるときにはよむ（20－ 3 ）　をんなごのなきのみぞかなしびこふ
● 　 ● 　 ● 　 ●
此人え生き給まじきにては，一日にても先だちて，
４＜会話・父大臣→中君＞）
● 　 ● 　 ●
このかなしびkﾆあはずありなむ（巻二.r20－
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狭衣物語
十善の君の、泣＜／ヽ、惜しみ悲しみ給へば（巻一46-13<天稚御子の詩＞）
蜻蛉日記　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尚
　かなしびはおほかたのことにて，御よろこびといふことめみきこゆ．（上67－ 3 ）
　●　●　●　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●瀞　浜松中納言物語　　　　　　　　　　　　　　:●1　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｊいかなる便りして，この御返りを申さんと，悲しびおぼしたれど･（巻三266－ 1くこ会話・聖→中
納言＞）’おほやけも限りなくをしみ，母も命絶ゆばかり悲しみけれど（巻－165－14＜会話り卸
子（皇子）→母后＞）　この月ごろなやみわづらひて，起きあがる事も侍らざりつるを，なげきか
なしみて候つるに（巻一172-14 <会話・大臣の三男の中納言→中納言＞）　去りぬる年の三月十
六日にかうやうけんの后ひかりかぐれさせ給にしかば，てんけんにかなしみて，御門位を捨てう卸
ぐしおろして良桁山に入給にき．（巻五439－16＜消臭・唐の宰相→中納言＞）
　浜松中納言物語のこのような用例から，カナシブ・カナジムの用法の違いを指摘することは困難
であろう．この他の浜松中納言物語のカナシムの用例をー々引くことは省略する．
　以上述べたところから，カナシブとカナシムとに，たとえば訓読特有語と和文語というごとき用
法・位相の違いを認めることは困顛であろう．’
　５．ろ　タノシブ（ム）
　源氏物語の用例は次の如くである．
　かゝる人のいとい吐になからへて世のだのしひをつくさjはかたはらの人くるしからむ（若菜下11
87-10<会話・上達部達＞）　帝王のふかき宮にやしなはれ給て色色のだのしみにおこり給しかと
ふかき御うつくしみおほやしまにあまね＜（明石443-7 <住吉神社への大願＞）　老法師のため
には功徳をつくり給へこのよのたのしみにそへ七もの･ちのよをわすれ給ふな（若菜上1096― 3く消
息・明石入道→明石上＞）
　宇津保物語の用例は次の如くである．
　含のかみ国へくだりて，おもしろくらうある所亡たのしびあそぶ（吹上下562－ 2 ＜地の文＞）
仏神にも，このことなおもはせ給そ，とて申させむなどこそjなどいひつ≒つねによろこびたの
しむをみるこそ，いとよにへまほしけれ（国譲上1273- 1<会話・大宮→藤壷＞）
　栄花物語の用例は次の如くである．
　輪王の位久しからず，天上〔の〕楽しみも五衰早く来り，乃至有頂も輪廻期なし．況んや世の人
をや．ことい顛とたがひ，〔苦〕と楽と共なり．かるが故に経に〔の〕給はく，「出づる息は入る
息を待たず，入る息は出づる息を待たず．だゾ眼の前に楽しび去り，悲しび来るのみならず，又命
終に臨むで，罪に従ひて苦に落つ』尊霊かの西方世界に生れ給なば楽を受け給はん時，極もなく入
天交じて相見る事を得給．又限なき楽しびを得給べし／（巻三＋330－10～15，院源導師の呪願）
又おし返しては，これいみじかりける首･知識かな，楽しみありて苦しみはありとのみ知りたりつる
を（巻二十六228－ 1 ＜会話・院源僧都→道長＞）　　　　，
　以上の語例から，タノシブとタノシムとが，あﾌる特定の条件のもとに規則的に使い分けられてい
るとは言いがたいであろう．殊に，栄花物語の例は，いずれも院源僧都の詞である．呪願の詞の中
には，要集記からの引用にタノシビがあり，訓読特有語の面影を偲ばせるものがあるが，それ以
外には，タノシビとタノシミが交用せられており，･又，道長への詞にはタノシミを用いている．即
ち，話手が僧都であることは，タノシビ・タノシミのいずれかに統一されるべき条件たり得ていな
いことを知るのである．
　ろ●　４　タフトプ（ム）　　　　　　　　　　　，．
　用例は次の如くである．
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　こよなうたうとひたまひていますこ’しふかきちきりくはへ給てけれは（源氏物語・夢浮橋2055-
5＜地の文＞）　あすらおほきにおどろ浩て，としかげを，なゝたびふしおがむ「あなたうと，天
女のゆくすゑの子にこそおはしけれ」とたうとびていは＜（宇津保物語・俊蔭11－10＜地の文＞）
　近う見奉る人は尊び，遠う見奉る人は遥に拝み参らす．（栄花物語・巻十五447－14＜地の文＞）
　くはしく言ひおき給ふを，限りなうなく⌒よろこびたふとみ申て，
松中納言物証ト巻四359－ 3 ＜地の文＞）
よろづをうけ給はる．（浜
　これらのタフトブとタフトムとの違いが何を意味しているのか明らかでない．たらいずれも地
の文に用いられているところから，「－ブ」「－ム」両形が和文脈に一般に用いられていたと考え
ることは出来るであろう．
　５．５　アヤシブ（ム）
　用例は次の如くである．
　相人おとろきてあまたゝひかたふきあやしふ（源氏物語・桐壷20－10＜地の文＞）　この月ころ
うち⌒にあやしみおもふたまふる人の御ことにや（夢浮橋2056-lK会話・横川僧都→薫＞）
うへ「あやしみ思ひしは，こしらへられにたりけるにこそは，こゝろさえにこそあらまほしう（宇
津保物語・国論下1539-lK会話・御門→女御＞）　ｲthの三例はすべて地の文の用例であり，その
所在は次のとおりである．俊蔭80-4,楼の上上1732¬8，楼の上下1893- 2 .その折の事ども見
たりし者どもは，各々言ひ合せて怪しみける（狭衣物語・巻―74―7 <地の文＞）
　このように，横川僧都や帝の詞にもアヤシムを用いているところから，桐壷20－10の一例（アヤ
シブ）に特別の意味を付与することは適当でないであろう．更に，前述の如く，法華百座や古本説
話集はすべてアヤシムであることにも注意を要しよう．
　ろ．６　ウツクシブ（ム）
　源氏物語の用例は次の如くである．
　中将の御このことしはしめて殿上するやっこゝのっはかりにてこゑいとおもしろくさうのふゑふ
きなとするをうっくしひもてあそひ給（賢木373－ 8 ＜地の文＞）　すくなき御っきとおほししか
とすゑ一｀，にひろこりてこなたかなたいとおほくな･りそひたまふをいまはたゝ弓れをうっくしみあ
っかひたまひて（若菜下1143― 6 ＜地の文＞）
　第一例は，源氏が後の紅梅右大臣を可愛がるところ，第二例は，同じく源氏が多くの孫達を可愛
がることを書いたものである．このウツクシブとウツクシムとには，用法上の差異を認めがたいで
あろう．源氏物語の他の例は，一々挙げることを省略する．
　宇津保物語の用例は次のごとくである．
　みるひといだきうつくしみて（俊蔭62－ 3 ＜地の文＞）　中納言は，うちにもおさ⌒まいり
給はず，ありきもし給はず，宮といぬとをいだきうつくしみてゐ給へり（蔵開上1010－5く地の
文＞）　上なむ，うたれわびてみせたてまつり給ひしか，うつくしみていだきもちておはせし（蔵
開申1101－10＜会話・大輔→仲忠＞）　他に蔵開下1204- 7 ，国譲中1387- 5 があり，共に地の文
の用例である．
　栄花物語の用例は次の如くである．
　いみじううつくしき女君に在すれば，殿は后がねと抱き持ちて，うつくしみ奉り給ふ（巻九309
－16＜地の文＞）　（帝ハ若宮ヲ）抱き取らせ給て，まだいとものげなき御程をうつくしみ奉らせ
給程あはれにめでたし（巻三十八488－ 8 ＜地の文＞）他は所在のみを記す．巻三113- 2 ，巻五
183-9,巻六205―10,巻八280－ 2 ; 巻十一357- 1 ，巻十二367- 3 ，巻十六27―12,･巻二十四
182-15, 182―16, 183－ 5 ，巻二十八280―14.
　夜の寝覚・狭衣物語・枕冊子については，所在のみを記すにとゞ｀める．紫式部日記は本文に問題
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のある箇処なので省略する．
　夜の寝覚(145-14, 175- 5 ， 365-1,すべて地心文）．
　狭衣物語（223－ 2 ，287-10,共に地の文）
　枕冊子(146段，地の文）　　　　　　　　　　　　　’
　５．７　クルシブ（ム）　　　　　　　　　　　　り
　源氏物語の用例は次の如くである．　　　　　　　ご
　みのためからきめをみるをり⌒もおほく侍れとさくらにくるしみとおもひ侍らす（明石457-6
＜会話・明石入道→源氏＞）　人のつかふまつる事をも世のくるしみとあるへきことをはとゝめ給
ふ（薄雲617－10＜地の文＞）　　　　　　　　　　　　’‘
　宇津保物語の用例は次の如くである．　　　　　　　　　　　　　　・
　われ，かゝるすまゐすれども，たみのためにくるしみあらじ．きよらする人こそ，おほやけの御
ためにさまたげをいたし，ひとのためにくるしみをいたせ（藤原の’君165－ 2 ～3く会話・三春高
基→ある人＞）　あざり「いまいくばくもあらじと見拾へば，世にへ給はんかぎりは，いたはりた
いまつらん．のちのかばねをもおさめ，地ごくのくるしびをもすくひ申さむ」（吹上下565－ 1く会
● 　 ● ● 　 ●
話・忠こそ→一条北方＞）　　　　　　　　　　　一
　栄花物語の用例は次の如くである．　　　　　　　レ
　処は是不退なれば，永く三途八難の恐を免れたり．命は又無量なれば，遂に生老病死の苦しみな
し．（巻十八84－10，往生要集より引く）　臨終の折は，風火まづ去る．かるが故に，どうねちし
て苦多かり，善根の人は地水まづ去るが故に，緩慢して苦しみなし（巻三-1-328- 8 ’，往生要集よ
り引く）　他に，巻二十六228- 1～2があるが,･既にカナシブ・タノシブの項に引いたので繰返
さない．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀ヽ　；　　　　　　ｉ
　以上のクルシブ（ム）の諸例を見るのに，宇津保物語の第二例は阿闇梨（忠こそ）の詞ゆえに，
クルシビを用いたのかもしれないという疑いか起とり得るか，源氏物語では明石入道の詞に見える
のはクルシミであり，更に，注目すべきは，栄花物販の二例が共に往生涯集からの引用で，訓読文
であるにもかゝわらずクルシミであって，クルシビが用いられていないことである．こゝから推測
するに，宇津保物語のクルシブには，特別の意味を与･える理由はなかろうと思うのである．
　４．以上.，平安時代の平仮名和文に見られるブ.バふ動詞七理について検討して来たのであるが，
対立するブ動詞とム勁詞との間に，用法の違いを明確に指摘するととは困難であった．殊に，漢文
訓読語との関係において考えた場合，築島　裕博士が「訓読特有語で和文には用ゐられず」（前引
書833ページ）として指摘されたのは，アハレブだけのよう々あyるが（だゞ｀し, 352ページには，ウ
ツクシビ（ミ）・カナシブ（ム）も挙げておられるから，これらも含むと考えるべきであろうか.）
卑見では，やはり疑問が残るのである．　　　　　Ｉ　　……　　．，
　訓読特有語と和文特有語（和文系に用いられて訓読語系に用いられない単語の意）との対立を言
うためには，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　ｙ　　　　ｌ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ　　　　・１．その語が訓読語系・和文系のいずれかの資料に限って用いられていて，互いに他の領域を侵
すことがない．
　２．もし他の領域を侵している場合は，それぞれいかなる特定灸件の下に起こったものであるか
の証明が可能である．　　　　　　　　　　　　　　　づ
　３．同時に，その特定条件以外には，他の領域か侵吝れていないことの証明も可能である．
　以上の条件を備えていなければならないと考え芯／も’しこれらの条件が備わらない場合は，その
語は，訓読語であり和文語ではあり得ても，訓読特肴語･.和文特有語ではあり得ないと考える／
　そこで，上.に述べたアハレブ・カナシブ・タノシ･ブI･･タフ’トブについては，この条件を満足させ
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ないのであって，従っていずれも訓読特有語と見ることは適当でないと思う．
　ともあれ，本節はじめに述べた如く，平仮名和文資料には，アハレブ（ム）・カナシブ（ム）・
タノシブ（ム）・タフトブ（ム）の如き，ブ勁詞の多用される（あるいは，ム動詞が量的に優勢と
は言えない）一群と，アヤシブ（ム）・ウツクシブ（ム）・クルシブ（ム）の如く，ム勁詞の多用
されることの顕著な一群のあることが明らかになったと思う．
第五節　結
　今昔物語集に用いられているブ・ム動詞を検討してみると，大勢としては，ブ動詞の方が量的に
優勢である．しかしながら，語によっては「一ブ」と「一ム」とのごく接近しているものもあり.，
必ずしも「－ブ」「－ム」をある条件の下に統―的に使い分けたとは言えないことか判った．殊に
カナシブとカナシムとは，その･用例数の差が少なく，かつ，その殆どが勁詞連語の形で用いられて
おり，その連語によっては「－ブ」あるいは「－ム」の傾向の明らかに看取されるものがあるな
ど，他の，たとえばタフトブ（ム）などとは，著しい違いを見せていた．又，三宝絵詞とも異なる
面のあることを示していた．興味あることには，カナシブは，平仮名和文においても他のブ勁詞に
比べて多く用いられているのである．
　遠藤嘉基博士がブ動詞・ム動詞に関して，訓点資料にブ動詞の多いことに言及せられた際にも，
博士は，そのことが必ずしも和文資料と訓点資料とを截然と二分する現象であるとは述べられなか
った.･はじめにも述べた如く，八行音節とマ行音節との対立と言う事象にも色々の場合があり，そ
れらを総じて，訓点資料では殆どが八行音節だということであろう．　　１
　小稿に取り上げた限りでは，ブ動詞は訓読語系，ム動詞は和文系というようにに阪りに単純化し
て言うことも適当ではないと思う．たｙその中でも，個々に見れば，自から傾向の差があり，アヤ
シブ・ウツクシブ・クルシブは平仮名和文には殆ど用いられていないのであるから，これらは，訓
読語系と和文系を識別する一徴標として役立つものであろう．
　小稿では，ブ勁詞とム動詞と’の用法を，ある特定の条件下に分類することは出来なかった．これ
は何故であるかについて考えてみるのに，ブ・ム動詞の八行音節からマ行音節への変化が，既に有
坂秀社博士の説かれた如く(15)「純粋の音韻変化」ではなくして「個別的音韻変化」であるとこ
ろに原因するのではないかと考えられる．たとえば，今昔物語集ではシク活用形容詞の勁詞化した
ものに「一ブ」「－ム」の対立が多く，一方ク活用形容詞には少ないわけであるが，それでも，シ
タシムに対するシタシブが見出せず（大唐西域記長寛点にはある），ヲシムに対するヲシブは無い.
(16) (■ヲシムは多くの訓点資料や平仮名和文にも用いられているが，ヲシブは管見に入らない.）
　かくて，ブ動詞・ム動詞の存在が体系的音韻変化によるものでないとすると，一語一語につい
て，その動向を探る必要があるということなのであろう．
田　「訓点資料と訓点語の研究」（昭28.11) 86ページ参照.
（2）「平安時代の漢文訓読語につきての研究」（昭40. 3 ) 352ページ参照．なお，この後（前引書）とすると
　きは，木曾を指す.
（3）テキストは日本古典文学大系本を用いた．用例を採集するに当っては，送りかなによってブ・ム動詞９明
　瞭なもののみを採った．従って，たとえば「哀テ」「悲ムデ」のようなものは除いた．なお，テキストを二
　度通読したか，遺漏のあることを個れている.
（4）テキストの〔第二冊80ページ３行〕,であることを示す．以下これに準ずる.
（5）次の計算法による．連語形（カナシビー，－カナシブ）（134）／カナシブ全用例（178）一名詞（カ
　ナシピ）（17）・100　名詞はカナシムでは１，タフトブ（ム）には無い.
（6）「三宝絵詞」は古典文庫刊の東寺観智院本を，「打聞集」は古典保存会の複製を用いた．中島悦次博士
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　　「打聞集」を参考にした.
（7）「法華百座」は複製に拠り，佐藤亮雄氏の校註本を参考にした．「古本説話集」は山内洋―郎氏「古本説
　話集総索引」（昭44. 4)に拠った.
（8）「法華修法百座間書抄の表記についての検証」（王朝文学第８号所収．昭38. 5 ) .
（9）「拗音について片仮名交り文，特に本文と傍訓の表記の違いから知り得る事（上）（下）一浪字音考察の
　－ｂ一」（国語と国文学　昭36. 8 , 9 ) .
叩　テキストは次のとおりである．竹取物語総索引（山田忠雄），土左日記総索引（日本大学国文研究室），
　蜻蛉日記総索引（伊牟田経久），平中物語本文と索引（山田巌ほか），伊勢物語に就きての研究（池田亀
　鑑），和泉式部日記総索引（塚原鉄雄ほか），更級日記総索引（同上），大和物語語彙索引（同上），落窪
　物語総索引（江口正弘），紫式部日記（池田亀鑑），枕冊子総索引（田中ｍ太郎），源氏物語大成（池田亀
　鑑），宇津保物語（古典文庫刊前田本），浜松中納言物語総索引（池田利夫），校本讃岐典侍日記（三谷幸
　子），大鏡の研究（秋葉安太郎），堤中納言物語総索引（鎌田広夫），夜の寝覚・浜松中納言物語・狭衣物
　語・栄花物語・大鏡1本文引用》（以上は日本古典文学大系本）．
剛　註(2) 833ページ参照．
皿　これは，築島博士のいわれる本資料の「一般の訓点本とは異った特異な性質」（註(2) 189ページ）に入る
　ものかもしれない.
（la　山岸徳平博士「八代集全註」による.
㈲　「「あはれがる」と「あはれぶ」」（尾道短期大学研究紀要第18集1969）.なお，この問題については別
　稿を用意している.
㈲　「上代音韻孜」561ページ参照．
旧　有坂博士の言われるごとく，ヲシムのムは，ブとは性格を異にする接尾辞なのかもしれない．そうだとす
　ると，アヤシブ（ム）などとは初めから区別して考察すべきであろうか，小稿では，できるだけ範囲を広げ
　て検討してみた次第である．
(昭和45年９月30日受理)
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